
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
胴部、股部、脇部、および裾部が膝よりも下方にまでのびる脚部を含む、左前身頃、左後
身頃、右前身頃、および右後身頃と、
前記左前身頃の股部、前記左後身頃の股部、前記前右身頃の股部、および前記右後身頃の
股部と縫合された股部生地片と、
一方向に長い形状を有し、前記股部生地片に一の短辺が縫合され、前記一の短辺に対向す
る他の短辺が、前記左前身頃の裾部と前記左後身頃の裾部とにまでのびており、二つの長
辺が、該左前身頃の脚部内側および該左後身頃の脚部内側に、それぞれ縫合されている左
脚部生地片と、
一方向に長い形状を有し、前記股部生地片に一の短辺が縫合され、前記一の短辺に対向す
る他の短辺が、前記右前身頃の裾部と前記右後身頃の裾部とにまでのびており、二つの長
辺が、該右前身頃の脚部内側および該右後身頃の脚部内側に、それぞれ縫合されている右
脚部生地片と
を備えることを特徴とする空手着のズボン。
【請求項２】
前記左前身頃と前記左後身頃との脇部が一体化され、一枚の生地で左身頃として構成され
ており、前記右前身頃と前記右後身頃との脇部が一体化され、一枚の生地で右身頃として
構成されていることを特徴とする、請求項１に記載の空手着のズボン。
【請求項３】
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弾性を有する部材が、前記左前身頃、前記左後身頃、前記右前身頃、および前記右後身頃
の胴部または前記左身頃および前記右身頃の胴部の周囲に取り付けられていることを特徴
とする、請求項１または２に記載の空手着のズボン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】
本発明は、衣服に関し、特に、空手着のズボンに係る。
【０００２】
【従来の技術】
空手においては、四肢を大きく動かす動作が不可避である。そこで、図５に示すような、
左右の身頃とは別に、股部および大腿部に別布を股部生地片９および脚部生地片１０とし
て設け、衣服が動作に支障をきたさないような設計の空手着のズボンが用いられてきた（
例えば、非特許文献１）。
【０００３】
【非特許文献１】
１９９５年９月発行　守礼堂カタログ　１～３ページ：守礼堂発行
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
従来の、脚部生地片１０を設けた空手着のズボンの裁断では、脚を上げ伸ばしする動作、
例えば、蹴り等のような激しい動作の際、着用者にとって脚部につっぱり感があった。そ
こで、着衣が動作に支障をきたさない、特に、自由な足さばきに適した、空手着のズボン
に対する要請があった。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明の一観点として、胴部、股部、脇部、および裾部が膝よりも下方にまでのびる脚部
を含む、左前身頃、左後身頃、右前身頃、および右後身頃と、前記左前身頃の股部、前記
左後身頃の股部、前記前右身頃の股部、および前記右後身頃の股部と縫合された股部生地
片と、一方向に長い形状を有し、前記股部生地片に一の短辺が縫合され、対向する他の短
辺が、前記左前身頃の裾部と前記左後身頃の裾部とにまでのびており、二つの長辺が、該
左前身頃の脚部内側および該左後身頃の脚部内側に、それぞれ縫合されている左脚部生地
片と、一方向に長い形状を有し、前記股部生地片に一の短辺が縫合され、対向する他の短
辺が、前記右前身頃の裾部と前記右後身頃の裾部とにまでのびており、二つの長辺が、該
右前身頃の脚部内側および該右後身頃の脚部内側に、それぞれ縫合されている右脚部生地
片とを備えることを特徴とする空手着のズボンが提供される。
【０００６】
ズボンの内股側に該当する部分を構成する左脚部生地片および右脚部生地片が、ズボンの
股下から裾部にまで伸びている。これにより、ズボンの股下から裾部に至るまでの部分の
縫製が、より立体的になる。ゆえに、蹴り等の両脚の動きが激しい動作においても、衣服
が動作の邪魔になりにくい。なお、左前身頃と左後身頃とを、一枚の生地から裁断して左
身頃とし、右前身頃と右後身頃とを、一枚の生地から裁断して右身頃としてもよい。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下に、本実施例における実施の形態を示す。図１は、（ａ）本実施例における空手着の
ズボンの正面から見た図、（ｂ）本実施例における空手着のズボンを背面から見た図であ
る。左前身頃１、股部生地片２、左脚部生地片３、右脚部生地片４、右前身頃５、左後身
頃６および右後身頃７から構成される。左脚部生地片３および右脚部生地片４は、ズボン
の内股側に該当する部分を構成する。一方向に長い形状をしており、ズボンの股下から裾
部にまで伸びている。長手方向が、生地方向とする。
【０００８】
図２は、本実施例における空手着のズボンを構成する各パーツに関し、互いにどのような
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関係で縫合するのかを示す概略図である。左前身頃１および左後身頃６と、股部生地片２
および左脚部生地片３の関係を、図２（ａ）に示す。なお、左前身頃１、左後身頃６およ
び左脚部生地片３は、生地の裏面を手前に向け、配置されているものとする。
【０００９】
左前身頃１の股部１ｂ－１ｃと、別布の股部生地片２の２ｂ－２ｃとを縫合する。左前身
頃１の脚部１ｃ－１ｇと、左脚部生地片３の３ｃ－３ｇとを縫合し、左脚部生地片３の３
ｄ－３ｈと、左後身頃６の脚部６ｄ－６ｈとを縫合する。左脚部生地片３の３ｇ－３ｈは
、ズボンの裾部に達する長さまでのびている。
【００１０】
左後身頃６に関しても、左前身頃１と同様、股部６ｅ－６ｄは股部生地片２と、脚部６ｄ
－６ｈは左脚部生地片３と、それぞれ図２（ａ）において同一のアルファベットを含む点
同士を縫合する。
【００１１】
左前身頃１の点１ｂと左後身頃６の点６ｅとを直接縫合せず、股部生地片２を介在させて
いる。また、左前身頃１の脚部１ｃ－１ｇと、左後身頃６の脚部６ｄ－６ｈとを直接縫合
せず、左脚部生地片３を介在させている。
【００１２】
図２（ｂ）に、右前身頃５および右後身頃７と、股部生地片２および右脚部生地片４の関
係を示す。股部生地片２の各点の符号は、図２（ａ）のそれと対応している。右前身頃５
、右後身頃７および右脚部生地片４は、生地の表面を手前に向け、配置されているものと
する。
【００１３】
右側の身頃に関しても左側の身頃と同様に、股部生地片２と右脚部生地片４とを、右前身
頃５と右後身頃７との間に介在させている。図２（ｂ）において、同一のアルファベット
を含む点同士を縫合する。
【００１４】
図２（ａ）、（ｂ）上の各点を上述のように縫合すると、本実施例における空手着のズボ
ンは、図４に示すようになる。図４は、背面側が内側にくるようにして、ズボンの幅に関
する中心に沿って二つに折り返し、これを左前身頃側から見た概略図である。
【００１５】
これと比較して、図７に、図４と同様の側から見た、従来の空手着のズボンを示す。従来
の空手着のズボンの裁断例と、ズボンを構成する各パーツに関し、互いにどのような関係
で縫合するのかを説明するための概略図を、図６に示す。左脚部生地片１０の１０ｃ´－
１０ｈ´が、左前身頃８の脚部８ｃ´－８ｈ´と縫合されている。左脚部生地片１０の先
端部１０ｈ´は、左前身頃８の大腿部付近にまでのびている。
【００１６】
一方、本実施例における空手着のズボンでは、ズボンの内股側に該当する部分を構成する
左脚部生地片３および右脚部生地片４が、ズボンの股下から裾部にまでのびている。した
がって、ズボンの股下から裾部に至るまでの部分の縫製がより立体的となる。ゆえに、蹴
り等で、両脚を大きく動かす際、脚がズボンによって引っ張られるような、両脚の違和感
を軽減させることができる。なお、この縫製によれば、裾部の幅は従来のズボンと変わり
ないため、裾がもたつくようになる、という問題も生じない。
【００１７】
なお、ズボンの胴部の周囲に、ゴムの弾性を有する部材を取り付けてもよい。動作の邪魔
にもなっていた胴回りのひもがなくとも、ズボンを安定させることができる。より行動的
な動作に好適であるといえる。
【００１８】
また、左前身頃１と左後身頃６とを、一枚の左身頃２１として裁断してもよい。具体的に
は、左前身頃１の脇部（図２（ａ）中の１ｘ軸）と左後身頃６の脇部（図２（ａ）中の６
ｘ軸）とを連続させて裁断する。右前身頃５と右後身頃７とに関しても同様に、図２（ｂ
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）中の右前身頃５の５ｙ軸と、右後身頃７の７ｙ軸とをつないだ構成とし、一枚の生地か
ら右身頃２２を裁断する。このとき、各パーツは、図３に示すようになる。股部生地片２
、左脚部生地片３、および右脚部生地片４は、上述の、身頃を前後で分ける場合と同じ裁
断でよい。縫合の仕方に関しては、前後で身頃を別々に裁断する場合と同様である。
【００１９】
なお、本発明は以上の例に限定されることなく、更に種々変形して実施することができる
。
【００２０】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、空手の蹴り等の、激しい動きに対する抵抗感を軽
減させるため、自由な足さばきが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】（ａ）は本実施例における空手着のズボンを正面から見た図、（ｂ）は本実施例
における空手着のズボンを背面から見た図である。
【図２】本実施例における空手着のズボンを構成する各パーツに関し、互いにどのような
関係で縫合するのかを示す概略図である。
【図３】他の実施例における空手着のズボンの裁断例と、ズボンを構成する各パーツに関
し、互いにどのような関係で縫合するのかを説明するための概略図である。
【図４】本実施例における空手着のズボンを、背面側が内側にくるようにして、ズボンの
幅に関する中心に沿って二つに折り返し、これを左前身頃側から見た概略図である。
【図５】（ａ）は従来における空手着のズボンを正面から見た図、（ｂ）は従来における
空手着のズボンを背面から見た図である。
【図６】従来における空手着のズボンの裁断例と、ズボンを構成する各パーツに関し、互
いにどのような関係で縫合するのかを説明するための概略図である。
【図７】従来における空手着のズボンを、背面側が内側にくるようにして、ズボンの幅に
関する中心に沿って二つに折り返し、これを左前身頃側から見た概略図である。
【符号の説明】
１　左前身頃
２　股部生地片
３　左脚部生地片
４　右脚部生地片
５　右前身頃
６　左後身頃
７　右後身頃
８　左前身頃
９　股部生地片
１０　左脚部生地片
２１　左身頃
２２　右身頃
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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